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第 1
分科会

「子育てひろばの検証と、
今後の方向性を探ろう」

コーディネータ　山縣　文治氏　大阪市立大学生活科学部人間福祉学科教授
パネリスト　　　岩城　敏之氏　キッズいわきぱふ代表
　　　　　　　　奥山千鶴子氏　NPO法人びーのびーの理事長　
　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人子育てひろば全国連絡協議会理事長
参加者　　　　　７４名　　
　　　　　　　　子育て支援関係NPO・生協・子育て支援センター、行政職員など

第１分科会

～当事者のニーズから生まれた子育てひろばの現在・過去・未来～

き店舗を借り、ひろば事業をはじめた。その後、
NPO 法人化し、つどいの広場を受託。２歳児保育
の必要性を感じ、「ゆーのびーの」を立ち上げ、さ
らに横浜市の次世代行動計画前期プランに位置づ
けられた地域子育て支援拠点を受託した。また、
港北区社会福祉協議会の支援で港北区の子育て
ウェブサイト｢ココマップ｣や、区内 5000 人程の
子育て家庭の携帯にメルマガを配信する『ココめ
～る』など、行政、地域の関係者とともに実施し
てきた。
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　園庭が欲しくて、地元の農家の方に建てて頂い
た港北区地域子育て支援拠点「どろっぷ」は、交
流事業、相談事業、情報発信の他に、ネットワーク、
人材育成 ( 学生ボランティアを含むボランティア
や保育者の育成 ) の役割を担っている。地域全体
を視野に入れ、これらの事業を実施することが必
要で、それが地域全体の子育て力や機能を高めて
いく事になる。日々、「対等性」「親の成長力を信
じていくこと」などを大切にしながら、それぞれ
が潜在的に持っている力をどのように発揮出来る
か、また、支援の場をどのように作っていくか、
何のためにやっているのか等、常に振り返らなく
てはいけないと思っている。
　また、ネットワークで当事者の声を拾って行政
に伝えていくというスタンスで、今は横浜のネッ
トワークの代表という立場で、次世代行動計画策
定の委員になっている。
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　子育て支援の活動は、< 育つ子ども >< 育つ親
>< 育てる親子関係 > のこの３つの < 育 > を展
開すること。これをうまくやることが「ネットワー
ク」活動だと思う。これを一つの組織だけで進め
ていくのは無理。色々な関わりを持ち、点から線、
面を作る、そういう活動をやっていく必要がある。
それには、地域社会づくりが重要だ。地域社会の
中で人間は親族 ( 血縁 ) で生まれ、昔であれば地理
的なつながり ( 地縁 ) で結ばれる。しかし、今のお
母さん達の中には地縁が苦手な人がいる。その人
たちは何を好むかというと友人仲間 ( 知縁 )。人間
は３つ血縁・地縁・知縁と遭遇しながら生きるの
だが、これを結び直す仕事「地縁と知縁をチェー
ンで結ぶ」のがひろば活動。ひろばの活動はチェー
ンの役割を担っている。是非地域とのつながりを
作ることを視野に入れた活動を展開してほしいと
思う。
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　私は、集団保育に就園する前の子どもと家族の
８割は在宅だということで、そういった支援が必
要だとの思いで、この事業をすすめてきた。そん
な私達の活動を社会に訴えていくというのが大事
だなと感じている。
　子どもが小さい頃、お弁当とおやつを持って、
朝から夕方まで公園にいた。当時は横浜に児童館
はゼロ。雨が降ると行けるところがなく、とにか
く居場所がほしかった。そのうち、保健所の子育
て通信のお母さん編集委員になり、いろんな人の
意見を聞いて通信にまとめるという経験をした。
そこで感じたのが、行政の子育て支援は、当の親
たちに全く届いていなかったこと。そこで、地域
のお母さん達のニ－ズを掘り起こし、役に立つ情
報誌を作った。
　また、サークルやいろんなネットワークで活動
する人、目標とする乳幼児と養育者の過ごせる子
育てひろば先駆的事例の存在を知り、無謀にも、
どこからも補助を得ず、家賃月 20 万円もする空
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　ひろばのメンバーで一番初期からやっておられ
るところではすでに２０年が経過している。その
２０年は「保育所だけでは無理だ」と、ひろばの
ような民間活動ができあがってくる歩みと一致す
る。現在、子育て支援の課題になっているのは、
親の主体性が尊重できないことで、依存的になっ
たお母さんたちに向け、親の主体性を尊重した支
援策にもう一回戻さなくてはならない。しかし、
親の主体性を尊重した取り組みよりも、お客さん
でいられる方へ流れ、一旦やり始めたものを改め
ることは、なかなか難しいのが実態だ。
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　子育て支援のターゲットとして、４つのことを
視野に入れた活動の提案をしたい。１つは子ども
に向かう活動。あとの３つは親に向かう活動。親
への 1 つ目は『お母さん』支援。子育てをする子
どもがいるお母さんの支援。２つ目は『妻』支援。
ご飯を作ったり、掃除をしたりしている人の多く
は女性。お母さんはそういう役割を果たしていく、
その部分の支援。３つ目は『人間（女）』支援。子
どもがいてもいなくても、結婚していようがいま
いが、あなたが大切、あなたが人として美しく輝
いている必要があることへの支援。福祉分野では、
「そこまでするのか」と言われることもあるが、そ
こを支援する。それぞれの弱いところをきっちり
支援していく、４つの子育て支援が必要だ。
　そして、親子がどこかで地域とつながる力を付
けていく手助けをすること。いつまでも、ひろば
の関係者が親子を支え続けることが出来ないのだ
から、それぞれの親子が主体的な生き方ができる
ように仕向けて行くことが大事だ。
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　活動歴が長い方も、これからひろばを運営した
い方もいるという参加者の構成のため、そもそも
「子育てひろば」とは何なのか、その成り立ち等の
基本を学び、その上で「これからの子育てひろば
のあり方」を皆で考える契機となることを目指し
た。
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　登壇者３名の話の後、パネルディスカッション
形式で議論を深め、その後、グループワークと質
疑応答で全体の方向づけをした。
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　ひろば活動は、大胆な言い方をすれば３歳未満
の親子の支援活動。主なメニューは３歳未満のと
ころにもってこなくてはならない。プレママを含
め、要は幼稚園や保育園に行くまでの支援事業で
あり、その子どもたちの背後にいる親に向けての
支援が必要。親たちの育った時代によって考え方
が違うので、親向けのプログラムは、ターゲット
を絞るのが非常に難しい。お母さん向けのプログ
ラムとして、何もかもやるのは無理。「うちではこ
んな特色でやる」というモノを持つしかないと思
う。


